
第
二
十
三
条
の
三

第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十

二
条
第
一
項
及
び
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す

る
推
薦
の
基
準
は
、
機
構
が
定
め
る
。

第
二
十
四
条

第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十
二
条

第
一
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
前
条
第
一
項

に
規
定
す
る
推
薦
の
基
準
は
、
機
構
が
定
め
る
。

（
認
定
の
申
請
等
）

第
二
十
三
条
の
四

学
資
支
給
金
の
支
給
を
受
け
よ

う
と
す
る
学
生
等
は
、
機
構
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
機
構
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
﹈

２

機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た

と
き
は
、
当
該
申
請
を
し
た
学
生
等
に
係
る
選
考

を
行
う
も
の
と
す
る
。

３

機
構
は
、
選
考
の
結
果
、
第
二
十
三
条
の
二
第

一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
選
考
対
象
者
が
確
認

大
学
等
に
入
学
し
た
場
合
に
学
資
支
給
金
の
支
給

に
係
る
認
定
を
行
う
べ
き
者
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
給
付
奨
学
生
候
補
者
」
と
い
う
。）で
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
選
考
対
象
者
に
対
し
、

そ
の
旨
及
び
支
給
額
算
定
基
準
額
の
区
分
（
令
第

八
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
各
号
に
掲

げ
る
区
分
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
通
知
す
る
も

の
と
す
る
。

４

機
構
は
、
選
考
の
結
果
、
第
二
十
三
条
の
二
第

一
項
第
三
号
の
選
考
対
象
者
が
学
資
支
給
金
の
支

給
に
係
る
認
定
（
以
下
「
給
付
奨
学
生
認
定
」
と

い
う
。）を
行
う
べ
き
者
で
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
給
付
奨
学
生
認
定
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該

給
付
奨
学
生
認
定
を
受
け
た
学
生
等
（
以
下
「
給

付
奨
学
生
」
と
い
う
。）に
対
し
、
そ
の
在
学
す
る

確
認
大
学
等
を
経
由
し
て
、
そ
の
旨
並
び
に
支
給

額
算
定
基
準
額
の
区
分
及
び
学
資
支
給
金
の
額
を

通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

５

機
構
は
、
選
考
の
結
果
、
選
考
対
象
者
が
給
付

奨
学
生
候
補
者
又
は
給
付
奨
学
生
認
定
を
行
う
べ

き
者
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
選
考
対
象

者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

６

給
付
奨
学
生
候
補
者
は
、
確
認
大
学
等
に
入
学

し
た
と
き
は
、
機
構
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

機
構
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

７

機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た

場
合
で
あ
っ
て
給
付
奨
学
生
候
補
者
が
確
認
大
学

等
に
入
学
し
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
給
付
奨

学
生
候
補
者
に
対
し
、
給
付
奨
学
生
認
定
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
の
在
学
す
る
確
認
大
学
等
を
経
由

（
給
付
奨
学
生
の
学
業
成
績
の
判
定
）

第
二
十
三
条
の
五

確
認
大
学
等
は
、
学
年
（
短
期

大
学
（
修
業
年
限
が
二
年
の
も
の
に
限
り
、
認
定

専
攻
科
を
含
む
。）、
高
等
専
門
学
校
（
認
定
専
攻

科
を
含
む
。）及
び
専
門
学
校
（
修
業
年
限
が
二
年

以
下
の
も
の
に
限
る
。）（
第
二
十
三
条
の
九
第
二

号
に
お
い
て
「
短
期
大
学
等
」
と
い
う
。）に
あ
っ

て
は
、
学
年
の
半
期
）
ご
と
に
、
給
付
奨
学
生
の

学
業
成
績
が
別
表
に
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
か

ど
う
か
の
判
定
（
以
下
「
適
格
認
定
に
お
け
る
学

業
成
績
の
判
定
」と
い
う
。）を
行
う
も
の
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
﹈

２

確
認
大
学
等
は
、
適
格
認
定
に
お
け
る
学
業
成

績
の
判
定
の
結
果
を
機
構
に
通
知
す
る
も
の
と
す

る
。

（
給
付
奨
学
生
等
の
収
入
額
及
び
資
産
額
等
の
判

定
等
）

第
二
十
三
条
の
六

機
構
は
、
毎
年
、
給
付
奨
学
生

及
び
そ
の
生
計
維
持
者
に
係
る
直
近
の
支
給
額
算

定
基
準
額
及
び
資
産
の
合
計
額
が
そ
れ
ぞ
れ
第
二

十
三
条
の
二
第
二
項
第
四
号
イ
及
び
ロ
に
定
め
る

額
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
並
び
に
当
該
支

給
額
算
定
基
準
額
に
応
じ
た
学
資
支
給
金
の
額
の

判
定
（
以
下
「
適
格
認
定
に
お
け
る
収
入
額
・
資

産
額
等
の
判
定
」と
い
う
。）を
行
う
も
の
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
﹈

２

機
構
は
、
給
付
奨
学
生
に
対
し
、
適
格
認
定
に

お
け
る
収
入
額
・
資
産
額
等
の
判
定
の
結
果
を
通

知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
学
資
支
給
金
の
額
の
変
更
）

第
二
十
三
条
の
七

機
構
は
、
適
格
認
定
に
お
け
る

収
入
額
・
資
産
額
等
の
判
定
の
結
果
、
給
付
奨
学

生
の
学
資
支
給
金
の
額
を
変
更
す
べ
き
と
き
は
、

毎
年
十
月
に
当
該
学
資
支
給
金
の
額
の
変
更
を
行

う
も
の
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
﹈

８

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
機
構
は
、
給
付

奨
学
生
候
補
者
が
学
生
等
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な

い
行
為
が
あ
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
給
付
奨
学

生
認
定
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

９

給
付
奨
学
生
は
、
在
学
中
に
継
続
し
て
学
資
支

給
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
機
構

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
機
構
に
届

け
出
る
も
の
と
す
る
。

し
て
、
そ
の
旨
並
び
に
支
給
額
算
定
基
準
額
の
区

分
及
び
学
資
支
給
金
の
額
を
通
知
す
る
も
の
と
す

る
。

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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